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鶴岡 「くしびき☆えくぼフルーツフェア」生産者試食会

ひょう被害に遭った果物を使ったスイー
ツ等を各参加店が提供する同フェア。「傷
があってもおいしさは変わりません！」

９.16

＜ブラックバード マーケット＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

朝日 観光くり園オープン

＜月山あさひ博物村＞

約20種・70本以上のクリの木が例年より
も早く実り、家族連れ等でにぎわいまし
た。「私が拾ったクリおいしそうでしょ」

櫛引 かだりばくしびき2021

市内在住の若い世代を中心に15人が参
加。ブドウ狩りで秋の味覚を楽しんだ後、
地元定住をテーマに語り合いました。

９.23

＜カラフルぶどう園、櫛引生涯学習センター＞

鶴岡 致道館文化講演会

　一人ひとりの自主性を尊重して個性を伸ばす
「致道館教育」は、約200年前から庄内で受け継
がれています。平成19年に定められた「致道館

９.26
の日」には、式典や講演に加え、論語の学習を
通した感情や行動の変化を作文にし、小学生が
発表。幅広い世代が学びを深めていました。

テキスタイルデザイナー須藤玲子氏と東北芸術
工科大学学長で本市の日本遺産アドバイザー中
山ダイスケ氏の対談をオンライン配信。循環型

素材のシルクの活用や、松ヶ岡開墾場の未来に
ついて語り合いました。須藤氏の展覧会も始ま
り、様々な色や模様の作品が展示されています。

「松ヶ岡開墾150年記念トークショー シルクの可能性と未来 松ヶ岡から世界へ」「須藤玲子特別展覧会 サーキュラー・デザイン―kibisoはつづく―」

＜松ヶ岡開墾場＞

羽黒

動画はこちらから→

９.18
～

12.26

９.18
～

10.12


